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昭和 19年の秋ニューギニアの戦場から戦火で荒廃し
た日本の国に帰った。短期現役志願軍医であったので，
終戦後もしばらく千葉の陸軍病院(現在の国立千葉病院
の前身)に勤務していた。恩師谷川久治先生(前千葉大
学長)にお会いしたのは，この陸軍病院勤務の時であり，
奥田邦雄教授ともここでしば'らく一緒に暮らした。当時
陸軍病院では，わずかな傍受情報を頼りにぺニシリンの
製造研究をやっており，ペニシリン生産株の分離を谷川
先生がやっておられた。こんなことがきっかけとなって
私の興味が微生物集落の括抗現象に向けられ，松村門下
に弟子入りすることとなった。衛生学教室に副手として
勤務したのが昭和 20年 12月 l日付であり。勤務する前
からぽつぽつやっていた拾抗現象の研究を，改めて相磯
和嘉教授(現千葉大学長)のご指導の下で行なった。こ
れが私の研究生活の第一歩であり，考えてみれば， 26年
間このような方向を歩んだことになり，生物群聞の拾抗
現象，生体障害因子と生体の反発などが私の研究の基調
となった。「好気性土壌芽胞菌の抗菌性に関する研究」と
いうのが最初の研究題目で，昭和 23年3月に論文を提
出し学位をいただいた。あとから考えてみるとサブチリ
ンに似た物質で，かなり広範な抗菌スペクドラムを示
し，結核菌・破傷風菌・葡萄球菌・肺炎菌などに有効で
肺炎双球菌に対しては動物実験で発病阻止作用を確め
た。有効物質の抽出は，開所したての庸敗研究所で行な
い，宮木高明教授・藤原喜久夫教授・林誠教授のご協力
をいただ、いた。
昭和 25年ごろになると， U.S.A.で開発されたぺニ
シリンのタンク培養法がわが国にも開放され，ストレプ
トマイシンの技術導入も始まり，抗生物質を一個人で追
求する限界がわかったので，細菌とウイルスとの闘いで
あるパクテリオファーヲの研究に移った。この研究に
潤一郎*
は，実弟田波洋博士(信州大学助教授)と中村信二氏(洋
の友人)との協力があり，溶菌曲線を自作の鋭敏なネフ
エロメーターで追跡し， T6型大腸菌ファージでは溶菌が
感染後 20分で起こり，この 20分というのは，この大腸菌
がもっ平均分裂時間に相当し，抗生物質などによって分
裂時間を延長するとファージ溶菌の開始時期が遅れるこ
とを確めた。その後さらに，溶菌に伴なうファージの増
殖が，大腸菌の生体内代謝に組込まれる l-Cysteineと 
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l-Glutaminと密接に関連することを確め，さらに大腸
菌体中における l-Glutamicacid ~α-Ketoglutaric 
acid相互移行の関係が培地中の両者の濃度比率の変化
によって変換しうる事実を見いだした。この研究は，昭
和 28年まで続けられ，時代は進み分子生物学という言
葉が聞かれ始められるようになったが，これまた独力で
の進展はいかんともしがたく，ここで仕事を中断し，時
代の要請に従って尿尿処理問題に没頭することとなっ
た。
凍尿処理の問題は， 昭和 24年ごろより谷川先生が全
国にさきがけて始められたもので，当時全国にまんえん
していた回虫・鈎虫の撲滅は，一面的には，駆虫剤の集
団的投与によってある程度の効果は期待しうるものの，
抜本的には，尿尿処理の合理化によるとの考えに立脚し
たものであった。昭和 27年ころは，まさに教室はこ
の方面の研究の最先端を行くものであって，つぎつぎに
新しい実際的な方法が開発された。当時復興したばかり
のバラック教室で，毎日を糞尿と一緒に暮した。貯溜瓶
(約lOl入)の中に面白い現象が見い出されると，それ
を昼食時の机の上に持ち出し，谷川先生以下研究生まで
が弁当を食べながら観察することも平気であった思い出
がある。昭和 35年ころになると，あらゆる面でわが国
の復興が戦前の数倍という伸びを示し， おそまきなが
ら尿尿処理の問題も消化槽法の普及に伴なって整備さ
れてきた。尿尿はもともと溜に入れてほって置けば，安
全で無害で肥料効果の高いものになる。これは自然に存
在する多種多様の微生物の働きによるものだが，この自
然の働きを温度を上げたり，種になる汚泥を培養したり
しで，促進してやるのが消化槽法である。私が，この面
で果した仕事は，たった一つ，r尿尿消化槽における消化
率算定に関する基礎的研究」というものであって，従来
定法とされて来た算定法の誤りを訂正したものであっ
た。間もなく清掃法中にあった算定式が姿を消すように
なった。きたなくて臭い実験を 2年以上も綿密に続けて
くださった長嶋恒義君の労を多とする。昭和 38年に，
厚生省でも大いに環境改善に力を尽す姿勢を示し，昭和 
55年までに農村 90%の水洗化・下水道化計画を発表す
るに至り，国民栄養の向上に相伴なって寄生虫問題も下
火となり，消化槽などの研究も，専ら企業の手にゆだね
られるようになった。折しも別の問題として重工業の飛
躍的発展を契機とする公害問題の前兆があらわれ始め，
自動車の増加による大気汚染公害も取り挙げられる時代
となった。
一方，衛生学教室では，松村先生以来の無菌動物に関
する研究があり， 昭和 26年ころより研究を再開した。
この再開は，人的物的に種々の困難があったが，斉藤佐
文・河合正太郎両博士の努力によって壁が破られ，r腸内
菌叢の生理的意義に関する研究」という総合標題の下に
数多くの論文が提出された。私自身が無菌動物飼育に直
接手を下したのは，昭和 32年であり，戸叶公明・大高
伸浩博士らと横型(現在 U.S.A.で用いているレニヤ
ースタイプ)の飼育装置をまねて試作し，まず， ヒナの
無菌飼育を行なった。無菌ヒナでの特に興味ある所見
は，血清の殺菌力が，いわゆる非病原菌の感染により著
写真 2. 田波の鉄製無菌飼育装置(昭和 34年)
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じく増大することであった。 この殺菌力は，葡萄球菌 
(209 P)・大腸菌・腸チフス菌に対して発揮されるもの
であって，非特異的であり，感染菌は動物の網様内皮系
全般について緩除に穏和な変化を招来する性質のもので
あった時に， この非特異的な殺菌力増大の効果を認め
た。また，このような血清を添加することによって白血
球の食機能が著しく増進された。昭和 34年に鉄製横型
の飼育タンクを製造することができたので，いよいよモ
ルモットの無菌飼育を開始した。モルモットを用いるね
らいは， ヒナよりもさらに分化した網様内皮系をもっ暗
乳動物を用いて，いわゆる非病原性細菌である腸内菌群
がどのようにしてそのフローラを形成して行くのかとい
う現象論的な検索を行なうためのものであった。モルモ
ットについて結論的にフローラ形成の過程を述べると，
まず乳酸菌クソレープあるいはパクテロイデスグループの
感染が始まり，引続き大腸菌群の感染ないしは嫌気性芽
胞菌群の感染が起こる場合に，網様内皮系の発達がよ
く，生長速度も促進された。これが逆の順序になると，
大腸菌群(いずれも本来は非病原性のもの)が腸管を通
過し，腸間膜リンパ節に炎症ならびに細胞壊死をもたら
し，菌血症を生ぜしめるものであることが明瞭となっ
た。この現象は，乳酸菌群および、パクテロイデス菌群な
どの感染による温和な刺激が，まず，腸管の上皮および
粘膜下組織にトレーニング効果を与え，あとから侵入し
た大腸菌などの比較的刺激性の強い細菌の腸管通過を阻
止するようになるものと考えられる。このようなトレー
ニング効果というものの観点からすると，温和な性質の
細菌感染でなくとも，他の比較的おだやかな刺激性物質
の初回侵入でもよいわけで，事実，教室の小林茂樹学士
のデーターによれば， 稀薄な硫酸水などの経口投与で
も，微量亜硫酸ガスの侵入でも，細菌の場合に似たトレ
ーニング効果を認めることができた。無菌動物では，腸
管が全体として薄く，とくに上皮下組織の発達が悪いの
で，外来刺激のトレーニング効果を形態的に把握しやす
いという特徴があり，特に，盲腸部の自然状態における
弛緩と，刺激物質投与後の収縮・肥厚状態との相違には
顕著なものがある。
無菌動物というものは，動物自体の体表・体内はもち
ろん，飼料・空気・水・その他のアイソレーター内物品
が無菌の状態であるのが特長であるが，その他に温湿度
を一定にし，取り入れる空気を漉過滅菌する。要するに
外来刺激のきわめて少ない状態で飼育された動物であ
る。従って，いろいろな要素に分けられる外来刺激のそ
れぞれのもつ生物学的作用の特質を知るために便利な実
験動物であるということができる。
写真 3. 無菌飼育用ビニールアイソレーター
(昭和 35年，わが国最初のもの)
昭和 34年までの腸内細菌関係の研究は，主として鉄
タンクを用いる無菌動物飼育を中心にして行なわれた。
たまたま，私がインジアナ州の NotreDame大学に約 
7月間留学する機会を得たので， 昭和 35年以降の研究
は，乙の機会に私が初めてわが国に導入したビニーJレア
イソレーター(この名称も私が作り出した)に専ら頼っ
たものである。ビニーJレアイソレーターを用いる研究で
は，無菌動物が生体的にきわめて無防備な状態にある，
すなわち，外来刺激を蒙ることが非常に少なかった生物
としての特長に目をつけ， 昭和 36年ころから問題にな
り始めた大気汚染物質の生体に対する影響の実験的研究
に手をつけることとした。普通飼育の動物に，比較的低
濃度のガスや粉墨を一定条件で吸入させることだけで
も，かなりむずかしい実験であるのにi無菌条件を乱さ
ずに，しかも比較的長期間ガスまたは粉墨を吸入させる
ということは，装置の上からも，操作手技の上からも開
発を要する点が多かった。幸い，桜井信夫博士(現衛生
学助教授)， 塚田悦男博士， 小林俊憲博士，百瀬昌人博
士・田那村宏氏などの駿秀研究陣の協力を得たので，恐
らく無菌晴乳動物を用いる研究としては世界最初のもの
として，ガス・粉塵の呼吸器障害作用ならびに呼吸器に
対する細菌感染と大気汚染物質侵入との相互関係などに
ついて新しい知見を加えることができた。
大気汚染物質による呼吸器官の疾患の発生ないしは進
展の機序については，諸種の要因が複雑に交錯して働い
ている。動物を用いる実験公害研究では，この錯雑する
諸要因を分析してゆくことがひとつの目的である。大気
汚染物質をモデル的に，刺激ガス・有機および無機粉塵
・微生物の 3大カテゴリーに分け，無菌動物を用いる実
験計画を立て，実験を行ない，得られた成績をまとめて
みると，つぎのように要約することができた。
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各種の微量汚染物の呼吸器官内侵入によって，器官に
トレーニング効果が与えられる。無菌モJレモットにおい
ては，外来微粒体が容易に気管支粘膜を通過する。普通
飼育動物ではこのような現象が認められない。しかし，
普通モルモットでも，多量の亜硫酸ガスを 3日間吸入す
ることによって異物侵入が容易に行なわれるようにな
る。呼吸器官のもつ自浄作用の程度は，無菌動物では普
通動物よりも低く，また多量の亜硫酸ガス吸入によって
両者ともそれらのもつ自浄能が低減せしめられる。
葡萄球菌 (209p)浮遊環境中に普通動物を入れておい
ても，また普通動物に前もって亜硫酸ガス 30ppm 3日
間の吸入を行なったものをこの環境に入れておいても，
病状を発して死亡するものはなかったが，無菌動物にこ
の量の亜硫酸ガスを吸わせ，つぎ、に菌浮遊環境に入れる
と，出血性気管支肺炎の症状を発し，動物の約半数が死
亡した。亜硫酸ガス単独投与あるいは菌の単独投与で無
菌動物が気管支肺炎の症状を発することはなかった。こ
のように，葡萄球菌による実験的肺炎の発症に関して，
少なくとも， トレーニンク効果の有無が作用し，また，
刺激性ガスの共同作用としてあらわれる自浄能の低下お
写真 4. 簡易な無菌飼育装置(昭和 40年)
よび，上皮通過性の促進などが総合的に働いていること
が明らかになった。
以上のように，無菌動物を研究の道具に選んだおもな
理由は，比較的高等な動物の，ある種の極限状態を一つ
の原点として，他の条件が加わった際に現われる現象
を，原点からの座標として捉えたかったからである。無
菌動物は普通動物とはかなりの点で異なっているが，何
が正常かという議論になると，この世の中に現存する大
多数のもののもっている性質が正常であるということに
なるであろうから，無菌動物は病的であると判断される
かも知れない。これは，ちょうど，正常人とある種の精神
異常との区別方法とも似かよっているような気がする。
衛生学の根本的な命題は，健康とは何か?を追求する
ことである。不健康ないしは病的状態と対比して，人間
大多数のもつ肉体的・精神的状態が健康と呼ばれるもの
であるようにいわれている。はたしてそうだろうかとい
うことから衛生学の研究が出発しでもよさそうである。
細菌集落群の聞に認められた桔抗現象からはじまり，
細菌とウイルスとの闘争に目を向け，生体に対する外来
刺激のきわめて軽い無菌動物の生態と，私の研究は遍歴
したわけであるが，何が正常であり，何が異常であるか
の判別原理は知り得なかったのである。生命体の存在す
る限りにおいて，すべてのものは相対的なものであり，
他のものによって支えられて，ある状態が成立している
もののようであった。
昭和 40年ころから，公害問題が本格的に取り挙げら
れるようになり，はなはだ迷惑なことながら，何も知ら
ない私のようなものまでが，県公害対策審議会長とかい
う名目で，政治の舞台裏に引き出された。思うに衛生学
教授という条件がそうさせたものと思う。 6年間の大気
汚染公害研究で私のなし得たひとつのことは，いかにし
て，現実の大気汚染環境下における健康異常を正常と区
別するかという衛生統計学的な問題であった。 これに
は，畏友水野哲夫教授に教えられ，戦略数学でいうスパ
イ方式とか，コンピューターのリネアプログラミングの
シミュレーション方式とかによって処理できる問題であ
ろうという所までは理解できたが，私はもともと数字に
弱いので，その後の進歩は専門の方々におまかせする方
がよさそうだと思っている。
以上が私の 26年間の生物実験的データーを通じての
心の遍歴であり，結論的に得た命あるものの概念とは，
闘争と混沌の 2語に尽きるものであった。別のいい方を
すれば，本質的に無目的であり安定性のないひとつの有
機体が形成する可変的平衡現象であるということであ
る。
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私が在職中，私が直接関与したものではなかったが，
いくつかの独創的な業績があげられた。そのひとつに，
平野英男博士と井上雄元博士とが行なった，r一酸化炭素
の作用機序に関する研究」がある。これは，極微量の一
酸化炭素が，直接的に視床下部にある自律神経中枢を刺
激し血糖上昇現象を招来することを実験的に確かめたも
ので，村山智教授にご指導をいただいたものである。ま
た，桜井信夫博士は，破傷風についての，疫学的・予防
ならび、に治療医学的な広範にわたる研究成果を挙げつつ
あり，また，大気汚染公害に関しては，アレJレゲン的物
質と刺激性ガス体その他の物質との人体に対する相互作
用に関する研究を田那村宏学士とともに取組んでおられ
る。
これを要するに，人間の健康とは何か?を知ることが
衛生学の命題であるとするなら，また，人間の生命とは
どのような概念であるかわからないという条件を付加し
ても，現実の環境の場における適応状態が健康を示し，
適応の幅，つまり侵襲する外力の変動の大きさに応ずる
適応の余裕をもって健康の程度を表わすことができるも
のと考えている。ここで適応の幅というものが，いわゆ
る外力の適度な侵襲によってトレーニングされて広げら
れるとすれば，外力として人聞に作用する各種のファク
ターに対し，それぞれの持つ有害限度(恕限度)ばかり
でなく，必要限度も検討される必要があり，各種の外力
の総合の場における必要限度も考察されねばならないも
のと思う。
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写真 5. 無菌モルモット気管におけるシリカ粒子の侵入，普通動物
ではおこらない。異相差所見， 白点がシリカ， 400x (昭
和 41年)
写真 6. 無菌モルモット気管におけるシリカ粒子の侵入，
上皮の細胞膜を通過して粒子が入る。黒斑が粒子
の位置， 10，OOOx電顕(昭和 41年)
